第１１章　運輸及び通信　
道路概況
　昭和59年４月１日現在の府下の道路の実延長は、１万6506.4キロメートルで前年より139.1キロメートル増加した。
　これは主に市町村道の増加（134.5キロメートル）によるものである。
　道路の実延長のうち舗装道延長は１万4391.6キロメートルで、前年より539.6キロメートル増加し、実延長に占める舗装道の割合は87.2パーセントとなり、前年（84.6パーセント）より2.6ポイント増加している。
　また、舗装道の割合をみると、国道は100.0パーセント、府道は97.9パーセント、市町村道85.5パーセントとなっている。
　次に、橋りょう数は8608個所で前年より596個所増加し、５年前と比べると1804個所増加している。
自動車
　昭和59年度末現在の府下の自動車保有台数は、249万7454台で前年度に比べ２万564台（0.8パーセント）増加し、自動車１台当たりの人口は前年度と同様3.5人、世帯数においても1.2世帯となっている。
　また、自家用乗用車は133万9147台となり全体の53.6パーセントを占め、府民6.4人に１台（10年前は18人に１台）、2.2世帯に１台保有していることになる。
　鉄軌道
　昭和59年度の府下における国鉄の乗車人員の合計は、６億3671万9000人で前年度に比べ139万9000人増加しており、１日平均乗車人員は174万4436人となった。
　１日平均乗車人員のうち最も多かったのは大阪駅（28万6677人）で、次いで天王寺駅（16万679人）、鶴橋駅（15万9863人）の順であった。
　次に、昭和59年中の府下における私鉄５社（阪急、南海、近鉄、京阪、阪神）の１日平均乗車人員の合計は420万9267人であり、前年に比べ４万676人減少しており、国鉄利用者の約1.4倍であった。
　また、乗車人員が増加したのは阪神のみであった。
　次に、昭和59年度の地下鉄の１日平均乗車人員は236万3252人であり、前年に比べ１万6499人増加しており、国鉄利用者の約1.4倍であった。
航空輸送
　昭和59年中における大阪国際空港の旅客、貨物数をみると、旅客数は1767万人で前年に比べ8.0パーセント増加した。
　貨物数量は、27万4732トンで前年に比べ8.5パーセントの増加であった。
　これを国内線、国際線別にみると、旅客数は国内線が1430万人で前年に比べ8.3パーセントの増加となった。
　一方、国際線では337万人で前年に比べ6.6パーセント増と54年以降毎年増加している。
　また、貨物数量は、国内線では14万8037トンで前年に比べ7.8パーセント増加し、国際線では12万6695トンで前年に比べ9.4パーセント増と航空輸送全般について堅実な伸びを示した。
通信　
　昭和59年度における府下各郵便局の引受内国郵便数の状況をみると、通常総数は14億317万通となり、前年度に比べ2.9パーセント増加し、３年連続の増加となった。
　また、引受外国郵便物数は通常総数1261万通で、前年度に比べ1.4パーセント増となり、前年度（2.2パーセント増）に引き続き増加した。
　次に、昭和58年度末における府下全域の加入電話総数は、348万1000台で前年度に比べ2.5パーセント増加した。
　そのうち、事務用は119万台で住宅用は229万台と前年度に比べそれぞれ1.8パーセント、2.8パーセント増加した。
　この結果、住宅用加入電話は、1.3世帯に１台の割合となった。
